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１ 調査の目的 

１ 「日越大学を中心とするハノイ科学学園構
想」実現に向けての基本インフラ要件（鉄道、対
象区域の確定等）の整備 

２ ホアラック及び関係地区における環境共生
型都市（エコシティ）等の考え方に基づいた先進
的まちづくりの推進 

３ ホアラック及び関係地域への投資の促進と
地域の持続的発展に向けての要件整備 
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（参考） 調査対象 
ホアラックおよび関連地域 
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ベトナム 

国家大学 

ハノイ校 

(1000ha) 

(30ｋｍ） 

ハノイ中心部 ホアラック 
ハイテクパーク 

資料出所：Hoa Lac Hi-Tech Park Management Board, “HOA LAC HI-TECH PARK” 

鉄道と周辺 
ホアラック 

市内ターミナル地区 



開発利益還元 と各投資間のシナジー 
（注）土地はベトナム側、資金・運営は日本・ベトナム共同。 
人材育成の経費のかなりの部分は開発利益で充当。 
組織運営、参画企業には税などの面での優遇措置 

周辺住宅地区 
（開発売却⇒収入） 

介護施設 

病院・看護学校 

日越大学・ 
同研究室 

  ２ 日越大学を中心とするハノイ科学学園構想 

賃貸料等
収入 

人材育成
投資等 

ハノイ中心部との 
交通機関（鉄道） 

公的・民間・教育訓練 

ホテル 
会議場 

居住空間 
（賃貸） 

居住空間 
（賃貸） 

企業の研究所 
教育機関 
事務所 

LRT 
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連携・協力 

専門家及びプロの養成と職業訓練 

商業イベント施設 

商工業エリア（職住近接） 



３ 日越大学を中心とする科学学園構想 
コンセプト 

• 日越大学を中心とする多様な教育・研究・訓
練機関の創設 

• 先進的科学学園地域の建設 

• 世界有数の居住環境を誇る子供と高齢者に
やさしい安全な地域 

• 市場で持続的に発展する魅力ある地域 

• 日越協力のシンボル   
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４ 環境共生型都市（エコシティ） 
（コンパクトシティを含む） 

１ 社会基盤施設整備：都心部と地区との公共交
通、再生エネルギーの利用・コジェネレーション、
再生水利用、廃棄物リサイクル等 

２ 都市デザイン：都市の機能と空間配置、景観・
緑地保全、水と緑のネットワーク等 

３ 自然との共生：生物多様性の保全、ヒートアイ
ランド対策、微気候の調整と活用等 

（コンパクトシティ） 

  都市のスプロール化を抑制しつつ歩ける範囲
を生活圏とし、コミュニティが維持された住みや
すいまちづくりを行う。 
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５ 基本調査の対象である建設戦略 
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ハノイ 
 

都市鉄道 
30ｋｍ 

 科学学園・環境共生型 
  ハノイ市 ホアラック(約400～500ha＋α) 

ライトレール 
（コンパクトシティ） 

居住地域② 居住地域① 

高速バス（代替、当面） 

P 
 

P 
 

P 
 駅 

居住 及び 
研究地域 
（エコシティ） 

P 
バイク
駐輪場. 

科学学園サテライトオフィス 
( ベトナム国家大学ハノイ校サテライトキャンパス)

ハノイ市中心部 

駅 駅 



６ 基本調査における主要検討項目 
科学学園・環境共生型都市＝良好な住宅・居住環境、VNUの円滑な移転、 
ハイテクパーク等への企業投資拡大、インフラ投資の効率的な展開等 

科学都市ホアラックのシンボルは？ 
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ハイテク・パーク 
(1500ha) 

ベトナム国家大学 
ハノイ校 
(1000ha) 

居住用地（建設省所管） 
(1500ha) 

日越大学
（科学学園） 
(計500ha程

度) 

日越大学 
(計500ha程

度) 

駅 駅 

LRT（Light Railway Transit) 
コンパクトシティのコンセプトによ
る建設（学校、病院、商店等） 
  &施設展開での集客による

Value-up 等 

都市鉄道 5号線 
ハノイ中心部との連絡（最優先） 

  &Value-upのための諸手段 
駅の配置、作り方、周辺土地の確

保、地権者との連携等 

ハノイ市内ターミナル建設 
ハノイ市内への玄関口 

  日越大学、VNUのサテライト校舎 
ICTハイテクビル 

日本関係者への各種サービス、 
日本文化紹介等 

駅 
乗り換えの利便性 

  最新のサービス展開 
＆Value-up 等 

P 
Bike 
Park. 

建設省 
住居建設・利用等の

調整・相談 

ベトナム国家大学 
各般の調整 

日越大学 

関連民有
地 

民有地 
住居等の可能性 

Value-up等 

バイク・パーク 
市内への速やかな連

絡手段等 
日越大学 

様々な周辺サービス
展開に係る事項 

ハイテクパーク 
研究機関の立地 

他エリアとのシナジー
の追求等 

ハノイ中心部への回廊：輸送量の拡大
（通勤・通学・イベント・レジャー等） 

Value-up 1: 先進・快適居住空間 

（高齢者、子供、旅行者にもやさしい） 

Value-up 2 :日越友好・グローバルな 

ハイテク地域 

Value-up Basic:ハノイ中心に隣接 

ハノイ市当局等 
学校病院等の生活関連施設の展開と
域内の調和のとれた建設の提案 

調査対象 



7 日越大学設立プロジェクトからみた 
各種調査・プロジェクトの関係 

（注）「基本調査」と個別プロジェクトとの関係を示したものであり、本基礎調査で全部の調査が行われるわけではない。 
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経過年数    １年       ２年      ３年      ４年      ５年～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日越大学を含む
環境共生型都市
基本調査 

（仮称） 

日越大学を中心とする科学学園構想（仮称）   
（ＦＳ調査（２年程度を予定）及び建設等） 

都市鉄道5号線郊外線の建設 

ホアラック地区での環境共生型都市（エコシティ等）の建設 

ハノイ中心部（ターミナル地区等）での環境共生型都市（エ
コシティ等）の各建設プロジェクト 

（中心部ターミナル等、大学等跡地利用、鉄道沿線利用等） 



８ 基本調査の位置づけと運び（予定案） 

• 日越大学を含む環境共生型都市ＰＰＰ基本
調査（仮称）（年夏～1年程度、ＪＩＣＡ公募締
切は4月27日）。 

• （上記と併行して（注）） 「日越大学を中心とする
科学学園構想」のＦＳ調査実施についてのベ
トナム側からの日本側への要請（本年春～）。 

  （注）インフラ整備関連は環境共生型都市PPP基本調査の枠組みで検討。 

•  「日越大学を中心とする科学学園構想」のＦ
Ｓ調査を実施（実現に向けての準備を行いな
がら概ね２年を予定） 
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